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1. はじめにはじめにはじめにはじめに††††‡ 

近年、ハードディスクや半導体メモリの大容量化・

小型化に加え、定額制の音楽配信サービスが開始され

るなど、個人でも大規模な音楽ライブラリを容易に構

築し、楽しめる環境が整ってきた。しかし、楽曲名や

アーティスト名等の書誌情報で楽曲を検索する従来の

インタフェースでは、個人のライブラリであっても数

千曲もの楽曲を把握するのは困難であるため、ユーザ

は大規模な音楽ライブラリを保有しているにもかかわ

らず、そのライブラリが持つ多様性や意外性を充分に

活用することができなかった。 

この問題を解決するため、後藤らは Musicream [1] 

を開発し、楽曲を効果的に視覚化した上で、自由かつ

直感的な操作によって類似楽曲の集合化や過去の聴取

楽曲の再現を容易にする、大規模な音楽ライブラリの

ための新たなインタフェースを提案した。一般に、楽

曲は特徴の異なる多様なフレーズの時間的な結合と遷

移によって音楽の曲調を表現している。それに対し、

Musicream の類似楽曲の集合化は楽曲単位で扱うもの

であり、楽曲の内部まで踏み込んだ類似性や多様性を

扱うことはできなかった。そこで我々は、楽曲の単位

より細かいフレーズの特徴に注目し、似ているフレー

ズを手がかりに多くの異なる楽曲を連続的に楽しむこ

とのできる音楽インタフェース Song Surfingを開発し

た。本稿では、Song Surfingの特長について解説する。 

2. Song Surfing のののの機能機能機能機能 

Song Surfingでは、類似フレーズを含む複数の楽曲を

自動で見つけ出し、各々の楽曲において対応する類似

フレーズの位置でそれらを違和感なくつなげて連続的
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に再生する。したがって Song Surfing を用いれば、大

規模な音楽ライブラリを活用して楽曲のもつより多く

の多様性を引き出すとともに、あたかも DJ が演出し

ているかのような新鮮さと心地よさをユーザに提供で

きる。これらの機能について、以下で紹介する。ここ

で、図 1 はSong Surfing の実際の動作画面であり、図 

2 はその画面構成図である。 
 

 
図 1  Song Surfing 動作画面 

 
図 2  Song Surfing 画面構成図 

2.1 Auto Surfing 機能機能機能機能 

Song Surfing は、現在再生中の楽曲における各フ

レーズの特徴量から次曲を自動的に選択する。この

特徴量抽出には、莪山らの技術 [2] を用いている。

Song Surfing では、画面左端が過去、右端が未来、

中央が現在を表している。中央の白い帯は音楽視聴

の流れを表しており、白い帯に中央にある楽曲が現

在聴いている曲 (i) である。したがって、曲 (i) の

ジャケット画像は再生終了するまで中央から動か

ない。曲 A 群は今まで聴いた曲の履歴である。曲 

(ii) は未来にある楽曲であり、曲 (i) とつながる予

定の楽曲である。 Song Surfing は曲 (ii) として、曲 
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A 群の中で最も曲 (i) に近いフレーズをもつ楽曲

を選ぶ。曲 B, C 群のジャケット画像を囲む、大き

なジャケット画像は曲 (i) のジャケット映像を拡大

表示したものであり、このジャケット画像の左右両

端が曲 (i) の開始点と終了点を表している。つまり、

左端の位置 (α) が開始点を、右端の位置 (β) が終

了点を表しており、曲 (i) の再生が進むに従って位

置 (α), (β) と曲 (ii) と B, C 群が未来（右）から

過去（左）へと移動する。また、曲 (ii) の位置は現

在聴いている曲 (i) とスムーズにつながる地点を表

しており、曲 (ii) が曲 (i) と重なる位置まで来れば、

自動的につなげて再生される。 

したがって Song Surfing を用いれば、ユーザはシ

ステムに対して明示的な指示を与えなくても音楽

を楽しみ続けることができる。さらに Song Surfing 

は類似フレーズでスムーズに曲をつなぐので、ラン

ダム再生のようにそれまでの視聴雰囲気を壊すこ

とが無い。 

2.2 類似曲提示類似曲提示類似曲提示類似曲提示/選択機能選択機能選択機能選択機能 

ユーザはシステムの自動再生に任せるだけでは

なく、他の候補曲を次に聴く曲として選べる。現在

再生中の曲 (i) の上部にある曲 B 群は、曲 (i) と

スムーズにつながる箇所を持つ曲である。また、曲 

B 群にあるそれぞれのジャケットの表示位置は、曲 

(i) のどの部分でスムーズにつながるかを表してい

る。したがってユーザが現在視聴中の曲を知ってい

れば、つながる箇所から対象曲をある程度類推でき

る。曲 B 群から曲を選べば、その曲が音楽再生ラ

インを表す中央の帯上に配置される。図1, 2 では、

曲 (ii) が次の曲として選ばれているが、別の曲を選

べば曲 (ii) の代わりにその曲が表示される。 

また、曲 B 群にある候補曲と中心の白い帯との

距離にも意味がある。中心の帯と各ジャケット画像

の距離が現在聴いている曲との特徴量の違いの大

きさを表現している。ジャケット映像が中心の帯に

近ければ、現在聴いている曲により近い特徴をもっ

ている。したがって、現在聴いている曲が既知の曲

であれば、それぞれの候補曲がどのような特徴をも

つのかおおよそ想像できる。また、それぞれの候補

曲が既知であれば、現在聴いている曲がどのように

展開していくのかおおよそ想像できる。一般に曲を

そのまま特徴度で表現した場合、ユーザにとってそ

の曲のイメージをつかむのは難しい。しかし音楽に

代表される、言葉や数値による表現が難しいコンテ

ンツであっても、具体的なコンテンツとの類似/比較

を用いればユーザにとって理解しやすい。 

2.3 雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気チェンジチェンジチェンジチェンジ機能機能機能機能 

現在聴いている曲の雰囲気を大きく変更したい

場合、聞いている曲から特徴度が異なる曲を選択・

再生する機能である。現在再生中の曲 (i) の下部に

ある曲 C 群は、現在聴いている曲 (i) と特徴度が

大きく違う箇所を持つ曲である。この機能がランダ

ム再生と異なるのは、ランダム再生では必ずしも曲

調の変化が保証されないのに対して、本機能はでき

る限り曲調の異なる曲を再生する点である。 

本システムは従来のインタフェースと比較して、

Auto Surfing 機能と類似曲選択/雰囲気チェンジ機能

とを用いてユーザの音楽視聴に必要な労力を軽く

している。つまり、ユーザはシステムに干渉したい

時にだけ干渉すればよく、現在聴いている曲に不満

が無ければシステムに再生を任せればよい。 

3. 被験者実験被験者実験被験者実験被験者実験 

数百曲以上の音楽ライブラリをもつ人達に、本シ

ステムを使用してもらった。実験用として約 300 

曲と約 5000 曲からなるライブラリ環境を用意し

た。この場合、5000 曲の方がより違和感無く曲が

つながることを実感できたようである。また、ライ

ブラリの大きさと Song Surfing が提示する候補曲

数は比例しないので、ライブラリが大きくなった場

合でも同じ操作感が保たれていた。つまり従来イン

タフェースでは引き出せなかった、大規模音楽ライ

ブラリが本来持っている魅力を、本システムが活か

していることを確認できた。 

4. まとめまとめまとめまとめ 

フレーズ単位で曲をつなぐ音楽視聴システム 

Song Surfing を構築し、大規模音楽ライブラリをユ

ーザが容易に楽しめるインタフェースを提案し、そ

の有効性を確かめた。今後は候補曲の選択に注目し

て研究を進め、「より明るい曲につなぐ」「より遅い

曲につなぐ」といった操作を組み込んだインタフェ

ースを実現する予定である。また本研究は、RWC 研

究用音楽データベース（クラシック音楽、ジャズ音

楽、ポピュラー音楽、音楽ジャンル）を利用した。 
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